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日
本
一
危
険
な
原
発
を
永
久

停
止
さ
せ
よ
う
と
自
治
労
連
愛

知
県
本
部
か
ら
は
、
３５
名
を
超

え
る
仲
間
が
参
加
。
浜
岡
原
発

を
廃
炉
に
、
の
思
い
を
共
有
し

ま
し
た
。

集
会
で
は
、
湖
西
市
長
の
三

上
元
さ
ん
も
来
賓
あ
い
さ
つ
。

「
浜
岡
原
発
は
東
海
地
震
震
源

域
の
真
上
に
あ
り
、
最
も
危
険

な
原
発
」「
黙
っ
て
い
た
ら
原

発
賛
成
派
と
同
じ
こ
と
に
。
地

元
か
ら
声
を
大
に
し
て
訴
え
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
宣
言
を
採
択
の
あ
と
、

３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、「
な
く
そ
う

浜
岡
原
発
、
増
や
そ
う
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
な
ど
と
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

愛
知
か
ら
の
参
加
者
は
、
そ

の
後
、
浜
岡
原
発
原
子
力
館
を

見
学
。
福
島
原
発
の
事
故
を
受

け
、
津
波
対
策
は
強
化
し
て
い

る
も
の
の
、
地
震
に
対
し
て
は

館
内
の
説
明
で
も
「
岩
盤
の
上

に
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
を
く
り

返
す
だ
け
で
、
不
安
を
拭
い
去

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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〈〈
参参
加加
者者
のの
声声
〉〉

今
ま
で
「
原
発
は
安
全
」
と

国
民
を
だ
ま
し
て
き
た
。
東
電

も
中
電
も
信
用
で
き
な
い
。
行

進
中
、
中
電
の
前
で
は
「
浜
岡

原
発
反
対
」
と
大
き
な
声
で

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
。
今
世
論

は
い
の
ち
か
原
発
か
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
と
思
う
。

原
発
反
対
の
声
を
さ
ら
に
広

げ
、
廃
炉
に
追
い
込
む
ま
で
が

ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。（
名

市
病
職
労
・
津
志
田
町
子
さ
ん
）

大
手
独
占
で
な
く
、
こ
れ
か

ら
は
電
力
の
分
業
化
と
い
う
意

味
で
も
中
小
企
業
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
進
出
を
う
な
が
す

こ
と
が
必
要
。
湖
西
市
長
の
様

な
首
長
が
増
え
、
若
者
が
未
来

に
希
望
を
持
て
る
様
な
社
会
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。（
豊

橋
市
職
労
・
伊
藤
英
一
さ
ん
）

原
発
は
ひ
と
た
び
事
故
が
起

こ
れ
ば
福
島
の
よ
う
に
人
々
の

命
、
仕
事
、
生
活
の
場
、
す
べ

て
を
う
ば
い
さ
る
危
険
な
も

の
。
日
本
全
国
の
原
発
が
事
故

を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
早

急
に
す
べ
て
の
原
発
を
廃
炉
に

す
る
と
り
く
み
を
強
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。（
名

古
屋
市
職
労

Ｍ
・
Ｏ
さ
ん
）

災
害
か
ら
住
民
を
守
る
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
７
月
９
日
開
催

さ
れ
、
１
５
５
名
が
参
加
し
ま

し
た
。開
催
し
た
の
は
国
土
交

通
省
関
係
労
働
組
合
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
共
闘
会
議
（
国
土
交
通

共
闘
中
部
）
で
全
建
労
や
全
運

輸
な
ど
６
つ
の
労
働
組
合
で
す
。

記
念
講
演
を
行
っ
た
山
田
明

さ
ん
（
名
古
屋
市
立
大
学
教

授
）
は
、「
平
成
の
大
合
併
や

自
治
体
リ
ス
ト
ラ
で
は
な
く
、

顔
の
見
え
る
自
治
体
こ
そ
必

要
」
と
強
調
し
、「
今
回
の
震

災
は
自
治
体
で
対
処
で
き
な
い

も
の
で
、
県
・
国
の
責
任
が
あ

る
。
こ
の
地
域
で
防
災
・
減
災

の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
よ

う
」
と
話
し
ま
し
た
。

講
演
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
自
治
労
連

か
ら
、
自
治
体
の
日
常
の
仕
事

の
充
実
、
市
町
村
合
併
・
地
域

主
権
改
革
か
ら
の
脱
却
、
具
体

的
な
震
災
対
策
等
に
つ
い
て
発

言
。
中
央
生
公
連
（
生
活
関
連

公
共
事
業
推
進
連
絡
会
議
）は
、

高
い
技
術
・
技
能
を
有
す
る
建

設
産
業
・
労
働
者
が
地
元
に
あ

る
こ
と
の
重
要
性
、
住
民
本
位

の
災
害
対
策
に
つ
い
て
強
調
し

ま
し
た
。
あ
い
ち
防
災
リ
ー
ダ

ー
育
成
支
援
ネ
ッ
ト
は
、
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
活
動
を
紹
介
し
、

災
害
時
の
お
は
し
も
（
お
さ
な

い
、
は
し
ら
な
い
、
し
ゃ
べ
ら

な
い
、
も
ど
ら
な
い
）
に
つ
い

て
説
明
。
愛
労
連
交
運
部
会
は

復
旧
・
復
興
の
た
め
に
は
交
通

網
・
流
通
の
回
復
・
確
保
が
急

務
で
、
公
共
交
通
を「
も
う
け
・

投
資
」
の
対
象
と
せ
ず
、
直
営

の
交
通
網
の
確
立
な
ど
を
訴
え

ま
し
た
。

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
を

「
災
害
か
ら
住
民
を
守
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

浜岡原発の永久停止・廃炉を求める静岡県大集会
７．２３ひまわり集会

集会宣言（抜粋）

私たちは、東海地震の震源域の真上に建つ浜岡原発に危険と不安を感
じてきましたが、福島第一原発の事故はその不安を現実のものとしまし
た。
この事故によって、原発による生命と健康破壊の危険に加え、食糧・
土・水・ふるさとなど、あらゆるものを汚染する放射能の恐ろしさを実
感しています。浜岡原発から５０�圏内には、２１４万人がくらしています。
もし東海道メガロポリスの真ん中に位置する浜岡原発で事故が起これ
ば、被害の甚大さ・深刻さははかりしれません。

○ 地域や職場に「浜岡原発の永久停止・廃炉」のみんなの思いを束
ね、つなぎあう「会」を無数につくりましょう。

○ 「浜岡原発の永久停止・廃炉」の署名を大きく広げましょう。
○ 被災地・避難地でがんばる東北の人々と心を通わせながら、今日

この会場で確かめ合った「浜岡原発の永久停止・廃炉」への思い
を、私たちのまわりに広げて、年内には浜岡に集まりましょう。

以上、集会参加者の意志として確認し、宣言いたします。

２０１１年７月２３日
「浜岡原発の永久停止・廃炉を求める静岡県大集会」参加者一同

浜
岡
原
発
の
永
久
停
止
・
廃
炉

を
求
め
る
静
岡
県
大
集
会

浜岡原発原子力館前で
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７月２３日、「浜岡
原発の永久停止

・廃炉

を求める静岡県
大集会（ひまわ

り集会）」

が静岡市の駿府
公園で行われ、

全国から５０

００人を超える人
たちが結集。愛

知からは約

１０００人が参加し
ました。

廃廃炉炉へへ５５００００００人人
浜岡原発
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７
月
９
日
、
県
本
部
会
議
室

で
女
性
部
定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
、
８
単
組
４０
名
が
参
加
。
大

会
に
先
だ
ち
「
福
島
原
発
事
故

と
私
た
ち
の
未
来
」
の
学
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
自
動
車
関
連
の

土
日
操
業
に
伴
う
休
日
保
育
は

人
も
予
算
も
つ
か
な
い
、
こ
の

夏
以
降
を
ど
う
す
る
か
な
ど
問

題
は
山
積
み
。
交
渉
を
継
続
し

て
い
く
（
名
古
屋
）。
合
併
で

残
業
が
増
え
職
場
は
大
変
だ
が

女
性
部
総
会
は
、
新
し
い
組
合

員
を
迎
え
、
例
年
を
上
回
る
盛

況
。
つ
な
が
り
を
広
げ
て
仲
間

を
増
や
し
た
い
（
西
尾
）
な
ど

活
発
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

�
部

長

上
野

律
子

�
副
部

長

内
藤
詠
美
子

�
副
部

長

酒
井

文
子

�

〃

横
井

直
美

�
書
記

長

沢
田

稔
子

�
書
記
次
長

山
口
ま
ゆ
美

「くらし・福祉・安心 もっと
住みよいなごやにしよまい」と、
行われた「生活アンケート」の報
告会が７月８日、女性会館で開か
れ、約４０人が参加しました。

大
企
業
・
金
持
ち
優
遇
の「
市

民
税
減
税
」
を
押
し
す
す
め
る

一
方
で
、
住
民
の
暮
ら
し
・
福

祉
を
切
り
捨
て
る
河
村
市
長
の

横
暴
が
す
す
む
な
か
、
市
民
の

困
り
ご
と
や
要
望
を
直
接
聞
こ

う
と
、
革
新
市
政
の
会
や
社
保

協
、
愛
商
連
、
愛
労
連
、
自
治

労
連
名
ブ
ロ
な
ど
が
実
行
委
員

会
を
結
成
。
昨
年
秋
か
ら
市
内

全
域
で
６８
回
の
統
一
行
動
が
組

ま
れ
、
６
０
０
人
近
い
人
が
参

加
、
９
２
８
９
通
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
集
約
し
ま
し
た
。

名
古
屋
市
職
労
の
塚
本
副
委

員
長
は
、「
介
護
充
実
や
子
育

て
支
援
、
国
保
料
引
き
下
げ
、

市
民
病
院
充
実
な
ど
の
要
望
が

多
い
。
高
齢
者
は
『
夫
婦
の
み

と
一
人
暮
ら
し
』
が
大
多
数
で

３
人
に
１
人
が
『
買
い
物
が
不

便
』、
４
人
に
１
人
が
『
相
談

す
る
人
が
近
く
に
い
な
い
』」

な
ど
の
結
果
を
報
告
し
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
見

え
て
き
た
こ
と
は
、「
話
し
相

手
を
待
っ
て
い
た
様
子
で
３０
分

以
上
も
話
を
」「
少
な
い
年
金

か
ら
国
保
料
や
介
護
保
険
料
が

引
か
れ
生
活
が
厳
し
い
」「
認

知
症
の
親
の
介
護
で
大
変
」「
自

営
業
を
し
て
い
る
が
仕
事
が
減

り
、
借
金
で
国
保
料
を
納
め
て

い
る
」「
検
査
が
必
要
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
、
な
る
べ
く
受

診
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」

な
ど
、
地
域
に
は
、
安
心
し
て

く
ら
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
ふ

れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

愛
知
東
邦
大
学
の
森
靖
雄
・

地
域
創
造
研
究
所
顧
問
は
「
調

査
な
く
し
て
政
策
な
し
だ
。
市

の
職
員
が
調
査
の
中
心
に
な
っ

た
こ
と
で
、
市
民
の
声
が
行
政

に
反
映
で
き
る
し
、
結
果
は
市

長
も
活
用
す
る
だ
ろ
う
」
と
述

べ
ま
し
た
。

大
橋
名
古
屋
市
職
労
委
員
長

は
、
ま
と
め
で
「
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る

力
は
、
地
域
の
支
え
あ
い
の
中

に
あ
る
。さ
ら
に
対
話
を
重
ね
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声

『
市
民
の
つ
ど
い
』で
交
流
し
、

要
求
実
現
の
力
に
結
集
さ
せ
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

日
進
市
口
論
義
運
動
公
園
で

７
月
１６
日
、
７
チ
ー
ム
の
参
加

で
野
球
大
会
を
開
催
。
第
１
試

合
、
名
水
労
と
豊
橋
市
職
労
は

延
長
で
も
決
着
が
つ
か
ず
、
特

別
ル
ー
ル
の
じ
ゃ
ん
け
ん
で
名

水
労
が
勝
利
。
名
水
労
と
犬
山

市
職
労
、
名
古
屋
市
役
所
と
港

職
労
で
準
決
勝
。
決
勝
に
勝
ち

上
が
っ
た
の
は
、
昨
年
同
様
、

名
古
屋
市
役
所
と
名
水
労
に
。

息
づ
ま
る
投
手
戦
の
な
か
５

回
、
一
つ
の
エ
ラ
ー
か
ら
チ
ャ

ン
ス
を
つ
く
っ
た
名
古
屋
市
役

所
チ
ー
ム
が
１
―
０
で
優
勝
。

８
月
２８
日
に
開
催
さ
れ
る
東
海

北
信
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
臨
み
ま

す
。

旅旅行行へへ行行くくなならら

自自治治労労連連共共済済 のの

行行事事ススポポッットト共共済済

第
１８
回
自
治
労
連
囲
碁
将
棋

大
会
が
、
神
奈
川
県
湯
河
原
町

の
「
杉
の
宿
」
を
会
場
に
７
月

８
、９
日
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

と
し
て
、
愛
知
か
ら
も
囲
碁
と

将
棋
の
各
チ
ー
ム
が
参
加
。

将
棋
の
部
は
、
九
州
代
表
に

２
―
１
で
勝
利
し
ま
し
た
が
、

あ
と
の
３
試
合
は
負
け
越
し
て

１
勝
３
敗
で
１０
位
。

囲
碁
の
部
は
、
近
畿
Ａ
チ
ー

ム
に
勝
利
し
た
も
の
の
、
優
勝

チ
ー
ム
の
関
東
甲
越
Ａ
チ
ー
ム

に
競
り
負
け
、
２
勝
２
敗
で
６

位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

奮
闘
す
る
も
惜
敗
。来
年
に

期
待
し
ま
し
ょ
う
。

カキーン�暑さも吹き
とばす熱戦

●
名
古
屋
市
職
労（
７
月
１３
日
）

執
行
委
員
長

大
橋

宗
明

副
執
行
委
員
長

塚
本

紀
子

〃

奥
村

敏
男

〃

徳
田

好
宣

書

記

長

蛯
原

京
子

会

計

村
田

茂

書

記

次

長

知
崎

広
二

１
０
２
７
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は
「
ウ
リ
ョ
ウ
ケ
イ
」
で
し

た
。
４７
通
の
応
募
が
あ
り
、
４６

通
が
正
解
で
し
た
。
以
下
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

吉
川

博（
名
古
屋
市
職
労
）

野
村

昌
代（
名
古
屋
市
職
労
）

黒
田

操（
学

事

労
）

岩
田

庸
宏（
豊
橋
市
職
労
）

鈴
木

美
枝（
豊
橋
市
職
労
）

竹
岡
ゆ
か
り（
瀬
戸
市
職
労
）

藤
田

佳
代（
瀬
戸
市
職
労
）

近
藤

進
一（
春
日
井
市
職
労
）

荒
木

和
幸（
岩

倉

市

職
）

織
田

歩
美（
半

田

市

職
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

８
月
３１
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
に
入

る
文
字
を
並
べ
て
で
き
る
言

葉
は
何
？

【
タ
テ
の
キ
ー
】

�
就
寝
の
と
き
の
挨
拶

�
○
○
�
�
背
景
・
後
景

�
長
距
離
と
ラ
イ
フ
ル
射
撃

を
組
み
合
わ
せ
た
ス
キ
ー

競
技

�
櫛
や
将
棋
の
駒
な
ど
に
使

わ
れ
る
木

�
ネ
パ
ー
ル
王
国
の
首
都

�
円
周
率
の
記
号

	
冬
葉
。
鮭
○
○

当当
選選
者者

【ヨコのキー】
�造林法の１つ。
傘伐
�○○営業、○○中学校
�それより下、以下

ルリギクの学名
�暑中○○、陣中○○
�ラテン語 Sanus Pe

r Aquam
	シュリーマンが発掘し
た○○遺跡
�「ハリー・ポッター」
に登場する魔法界の刑
務所
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�
�
�

奮
闘
す
る
も
惜
敗
。来
年
に
期
待

�
��
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
��

�
�
�
�

つ
な
が
り
広
げ
自
治
労
連
県
本
部

女
性
部
定
期
大
会

要
求
を
前
進
さ
せ
よ
う
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22001111

第
３３
回
自
治
労
連
愛
知
ス
ポ
ー
ツ
大
会

�
��

�
�
�
�
�

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


